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特
集

閉店・撤退した施設・跡地を
まちづくりに活用する
　景気の低迷や大型商業施設の郊外出店、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、中心市街地
に立地する商業施設の閉店・撤退が相次ぐ中、各地方自治体では遊休不動産を活用した市街地活性化
策を推進しています。
　特集では、学識者から中心市街地における遊休不動産の現状や大型店撤退跡地の利活用の状況、
期待される地方自治体の役割などについてご寄稿いただきました。また、中心市街地の大型商業施設
の跡地活用に向けて進めた市役所機能などの移転の取り組み、遊休不動産の有効活用を目的とした
リノベーションまちづくり、公民連携で推進した百貨店跡地への中核施設整備事業など、都市自治体
による遊休不動産の有効活用の取り組み事例を紹介します。

寄稿 1
中心市街地で遊休化する
事業用不動産の現況と対応
早稲田大学教育・総合科学学術院教授　箸本健二

寄稿 2
中心市街地における「跡地」の活用とまちづくり
〜「選ばれる都市 新潟市」の実現に向けて〜
新潟市長　中原八一

寄稿 3 中心市街地におけるヒト中心のまちづくり
沼津市長　賴重秀一

寄稿 4
既存ストックを活用した
中心市街地再生の取り組み
都城市長　池田宜永
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1寄稿

中
心
市
街
地
で
遊
休
化
す
る

事
業
用
不
動
産
の
現
況
と
対
応

早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授
　
箸は

し
も
と本

健け
ん
じ二

　
遊
休
化
す
る
事
業
用
不
動
産
を 

　
資
源
化
す
る

　

近
年
、
中
心
市
街
地
の
大
型
商
業
施
設
、
あ
る
い

は
オ
フ
ィ
ス
の
跡
地
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
中

心
市
街
地
で
増
え
る
空
き
ビ
ル
や
空
き
店
舗
は
、
都

市
の
経
済
活
動
と
雇
用
を
支
え
て
き
た
事
業
用
不
動

産
の
遊
休
化
を
意
味
し
て
お
り
、
高
度
経
済
成
長
期

か
ら
続
い
た
経
済
的
枠
組
み
の
疲
弊
を
可
視
化
し
た

現
象
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

事
実
、
事
業
用
不
動
産
の
遊
休
化
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
オ
フ
ィ
ス
の
撤
退
や
商
業
施
設
の

郊
外
化
、
そ
し
て
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
補
強
の
必

要
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関
係
し
て
構
造
的

に
進
行
す
る
。
こ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
の
遊
休
不

動
産
の
利
活
用
を
図
る
際
に
は
、
資
金
調
達
か
ら
事

業
の
持
続
性
に
至
る
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
雇
用
の
創

出
、
都
市
計
画
と
の
整
合
性
、
地
権
者
の
合
意
形
成

な
ど
、
数
多
く
の
障
壁
も
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
多
く
の
都
市
が
持
続
可
能
な
新
し

い
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
中
心
市

街
地
に
相
当
な
規
模
で
存
在
す
る
空
き
不
動
産
の
利

活
用
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
文

脈
か
ら
考
え
れ
ば
、
中
心
市
街
地
の
空
き
不
動
産

は
、
都
市
に
お
け
る
潜
在
的
資
源
と
位
置
付
け
直
す

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
中
心
市
街
地
で
遊
休
化
す
る
事
業
用

不
動
産
の
現
況
を
把
握
し
、
特
に
影
響
が
大
き
な
大

型
店
撤
退
跡
地
の
利
活
用
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
整
理
し

た
い
。
な
お
本
稿
で
は
、
大
型
店
や
オ
フ
ィ
ス
の
撤

退
跡
地
な
ど
、
遊
休
化
し
た
事
業
用
不
動
産
を
「
空

き
不
動
産
」と
表
記
す
る
。

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る 

　
空
き
不
動
産
の
現
況

　

ま
ず
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
空
き
不
動
産
の
現

況
を
概
観
し
た
い
。
筆
者
ら
は
、
全
国
の
地
方
都
市

中
心
市
街
地
に
お
け
る
空
き
不
動
産
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、
平
成
26
年
５
月
に
地
方
自
治
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た（
表
１
）。
対
象
は
、
平

成
の
大
合
併
が
本
格
化
す
る
以
前
の
平
成
７
年
時
点

で
人
口
２
万
人
を
超
え
る
地
方
自
治
体
（
そ
の
後
の

合
併
自
治
体
を
含
む
）
の
う
ち
、
特
別
区
・
政
令
指

定
都
市
を
除
く
８
４
７
市
町
で
あ
り
、
こ
の
う
ち

５
５
３
市
町
か
ら
回
答
を
得
た（
回
収
率
65
・
３
％
）。

　

ま
ず
、
空
き
不
動
産
の
増
加
傾
向
（
表
１
─①
）
を

見
る
と
、
全
体
の
47
・
４
％
に
当
た
る
２
６
２
市
町

が「
増
加
傾
向
に
あ
る
」と
回
答
し
て
い
る
。
都
市
の

立
地
別
で
は
、
三
大
都
市
圏
都
市
（
首
都
圏
の
１
都

６
県
、
中
京
圏
の
４
県
、
近
畿
圏
の
２
府
４
県
の
計

17
都
府
県
の
市
町
）の
45
・
７
％
に
対
し
て
、
地
方
都

市（
上
記
以
外
の
30
道
県
の
市
町
）が
49
・
１
％
と
や

や
高
い
ほ
か
、
人
口
10
万
人
以
上
の
地
方
都
市（
58
・

５
％
）
が
、
同
じ
人
口
規
模
の
三
大
都
市
圏
都
市

（
38
・
２
％
）よ
り
も
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
点
に
特

徴
が
あ
る
。

　

次
に
、「
増
加
傾
向
に
あ
る
」と
回
答
し
た
２
６
２

市
町
を
対
象
と
し
た
空
き
不
動
産
の
増
加
要
因
（
表

１
─②
）
で
は
、「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
系
テ
ナ
ン
ト
の

減
少
」「
核
店
舗
の
倒
産
・
撤
退
・
郊
外
移
転
」な
ど
、

商
業
施
設
の
撤
退
・
移
転
に
関
す
る
指
摘
が
抜
き
ん

で
て
高
い
。
一
方
、「
支
店
な
ど
オ
フ
ィ
ス
の
リ
ス

ト
ラ
」
に
つ
い
て
は
、
支
店
・
営
業
所
が
配
置
さ
れ

や
す
い
一
定
規
模
以
上
の
地
方
都
市
で
割
合
が
高
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く
、
と
り
わ
け
人
口
20
万
人
以
上
の
地
方
都
市
で
は

33
％
に
上
っ
た
。
ま
た
、
空
き
不
動
産
利
活
用
の
阻

害
要
因
（
表
１
─③
）
に
つ
い
て
は
、「
適
切
な
参
入

事
業
者
が
い
な
い
」「
建
物
の
老
朽
化
や
耐
震
補
強
の

必
要
性
」「
底
地
や
建
物
の
権
利
者
間
の
合
意
形
成
が

困
難
」
な
ど
、
潜
在
的
な
市
場
規
模
や
建
物
の
改
築

費
用
、
そ
し
て
複
雑
な
権
利
関
係
の
調
整
が
ネ
ッ
ク

と
さ
れ
て
お
り
、
上
位
６
項
目
中
５
項
目
で
地
方
都

市
の
割
合
が
三
大
都
市
圏
都
市
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
調
査
対
象
と
し
た
地
方
自
治
体
の

ほ
ぼ
半
数
で
空
き
不
動
産
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
主
た
る
要
因
は
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
縮

退
で
あ
る
。
と
り
わ
け
中
心
性
が
高
く
、
商
業
施
設

と
オ
フ
ィ
ス
双
方
の
縮
退
に
直
面
し
た
人
口
10
万
人

以
上
の
地
方
都
市
で
遊
休
化
が
深
刻
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
遊
休
化
の
背
景
に
は
事
業
収
益
性
の
ほ
か
、

耐
震
性
や
地
権
者
間

の
利
害
調
整
な
ど
、

広
範
な
課
題
が
存
在

し
て
お
り
、
空
き
不

動
産
の
利
活
用
を
妨

げ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

　
商
業
系
の
空
き 

　
不
動
産
を
ど
う 

　
再
生
す
る
か

　

そ
れ
で
は
、
商
業

系
の
空
き
不
動
産
は

ど
う
再
生
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
空
き
不

動
産
の
中
で
も
、
百

貨
店
や
総
合
ス
ー

パ
ー
な
ど
大
型
店
の

撤
退
跡
地
が
中
心
市

街
地
に
与
え
る
ダ

メ
ー
ジ
は
大
き
い
。

と
り
わ
け
、
地
方
都

市
の
中
心
市
街
地
で

遊
休
化
し
て
い
る
商
業
系
空
き
不
動
産
の
多
く
は
、

郊
外
型
商
業
集
積
と
の
競
合
、
施
設
の
老
朽
化
、
複

雑
な
権
利
関
係
な
ど
、
再
事
業
化
を
阻
む
多
様
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
型
店
の
撤
退

跡
地
を
以
前
と
同
等
の
面
積
・
業
態
で
充
足
す
る
こ

と
は
、
現
実
的
に
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

筆
者
は
平
成
24
年
に
表
１
と
同
じ
基
準
で
全
国

８
４
９
市
町
村
を
抽
出
し
、
平
成
７
年
〜
平
成
23
年

の
間
の
中
心
市
街
地
か
ら
の
大
型
店
撤
退
の
有
無
、

撤
退
し
た
業
態
、
撤
退
跡
地
の
現
況
な
ど
を
調
査

し
、
６
２
９
市
町
村
か
ら
回
答
を
得
た（
回
収
率
74
・

１
％
）。
そ
の
結
果
、
全
体
の
45
・
３
％
に
当
た
る

２
８
５
市
町
村
で
１
店
舗
以
上
の
大
型
店
撤
退
が
発

生
し
、
延
べ
撤
退
事
例
は
４
７
４
件
に
上
っ
た
。
ま

た
、「
も
と
も
と
大
型
店
が
な
い
」と
回
答
し
た
64
自

治
体
を
分
母
か
ら
除
け
ば
、
実
に
50
・
４
％
の
自
治

体
が
中
心
市
街
地
か
ら
の
大
型
店
撤
退
を
経
験
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
表
２
は
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
、
食
品
ス
ー
パ
ー
、
専
門

店
ビ
ル
の
撤
退
跡
地
に
つ
い
て
、
跡
地
の
利
用
状
況

（
複
数
回
答
）を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
百
貨
店
の
撤
退
跡
地
で
は
、
旧
店
舗
の
跡

地
を
同
一
業
態
で
充
足
し
た
例
は
６
・
０
％
に
と
ど

ま
る
。
そ
の
一
方
で
、
現
況
の
跡
地
に「
公
共
機
関
・

公
的
施
設
」を
含
む
事
例
が
24
・
８
％
、「
オ
フ
ィ
ス
・

集
合
住
宅
」を
含
む
事
例
が
18
・
０
％
と
、
商
業
外
の

用
途
が
延
べ
40
％
以
上
の
事
例
で
見
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、「
空
き
店
舗
」が
18
・
８
％
、「
空
地
・
駐
車
場
」

が
15
・
８
％
な
ど
、
手
付
か
ず
の
状
況
も
34
・
６
％
の

事
例
で
見
ら
れ
る
。
続
く
総
合
ス
ー
パ
ー
も
同
様
の

傾
向
で
あ
り
、
同
一
業
態
で
の
充
足
割
合
は
７
・１
％

表1　 中心市街地における空き不動産の推移、増加要因および利活用の阻害要因

項　目 要　素

都市の立地区分
総　計三大都市圏都市

（17都府県）
地方都市

（30道県都市）
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

①�「増加傾向にある」と回
答した地方自治体（分
母は注参照）

人口 10万人以上 42 38.2% 38 58.5% 80 45.7%
人口 5～ 10万人

未満 51 52.6% 34 43.6% 85 48.6%

人口 5万人未満 36 48.0% 61 47.7% 97 47.8%
計 129 45.7% 133 49.1% 262 47.4%

②�空き不動産の増加要因
（分母は①で「増加傾
向にある」と回答した
262市町）

商業・サービス系
テナントの減少 75 58.1% 72 54.1% 147 56.1%

核店舗の倒産・撤
退・郊外移転 71 55.0% 72 54.1% 143 54.6%

支店などオフィス
のリストラ 14 10.9% 20 15.0% 34 13.0%

オフィスの市内移転 7 5.4% 13 9.8% 20 7.6%
その他（自由回答） 6 4.7% 12 9.0% 18 6.9%
アスベストや耐震

の問題 3 2.3% 3 2.3% 6 2.3%

再開発事業等を進め
るための立ち退き 1 0.8% 2 1.5% 3 1.1%

計（複数回答） 129 100.0% 133 100.0% 262 100.0%

③�空き不動産利活用の阻
害要因（分母は①で「増
加傾向にある」と回答
した262市町）

適切な参入事業者
がいない 36 27.9% 48 36.1% 84 32.1%

建物の老朽化や耐
震補強の必要性 27 20.9% 52 39.1% 79 30.2%

底地や建物の権利
者間の合意形成が

困難
33 25.6% 36 27.1% 69 26.3%

中心市街地の高い
地代や家賃設定 20 15.5% 31 23.3% 51 19.5%

再開発事業を阻む
事業採算性の低さ 18 14.0% 28 21.1% 46 17.6%

開発をめぐる自治
体の財源不足 20 15.5% 20 15.0% 40 15.3%

計（複数回答） 129 100.0% 133 100.0% 262 100.0%
注：�都市の立地区分別・人口規模別での回答数は次の通り。三大都市圏都市（計282）では、人口10万人以上110、人口5
～ 10万人未満97、人口5万人未満75。地方都市（計271）では、人口10万人以上65、人口5～ 10万人未満78、人
口5万人未満128（総計553）。

出典：箸本健二・武者忠彦編『空き不動産問題から考える地方都市再生』pp.19-24.�ナカニシヤ出版
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に
と
ど
ま
る
一
方
、「
公
共
機
関
・
公
的
施
設
」と「
オ

フ
ィ
ス
・
集
合
住
宅
」
を
合
わ
せ
た
商
業
外
の
用
途

が
延
べ
38
・
０
％
の
事
例
で
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
食
品
ス
ー
パ
ー
と
専
門
店
ビ
ル

で
は
、
撤
退
事
例
の

絶
対
数
が
少
な
く
、

同
一
業
態
に
よ
る
跡

地
の
充
足
割
合
も
37
・

９
％
と
32
・
７
％
で
、

上
述
の
２
業
態
よ
り

も
大
幅
に
高
く
な
る
。

食
品
ス
ー
パ
ー
は
相

対
的
に
売
場
面
積
が

狭
く
、
中
心
市
街
地

で
も
売
場
生
産
性
を

維
持
し
や
す
い
こ
と
、

専
門
店
ビ
ル
は
テ
ナ

ン
ト
の
入
れ
替
え
が

容
易
で
あ
る
こ
と
が

主
な
理
由
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
で
も
、

４
業
態
全
て
に
共
通

す
る「
公
共
機
関
・
公

的
施
設
」「
空
き
店
舗
」

「
空
地
・
駐
車
場
」
の

割
合
の
高
さ
は
、
公

的
資
金
を
入
れ
て
当

座
の
施
設
維
持
を
図

る
か
、
建
物
を
除
却

し
駐
車
場
と
し
て
利

用
す
る
か
、
あ
る
い
は
動
か
さ
な
い
ま
ま
放
置
す
る

か
と
い
う
現
実
的
な
選
択
肢
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

事
実
、
大
型
店
撤
退
跡
地
の
利
活
用
は
商
業
部
分

の
縮
小
が
基
調
と
な
り
、
具
体
的
に
は
既
存
の
ス

ト
ッ
ク
を
残
し
て
非
商
業
の
比
率
を
高
め
る
「
併
存

型
」
か
、
旧
施
設
を
除
却
し
商
圏
に
見
合
っ
た
規
模

に
建
て
替
え
る「
減
築
型
」に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う

ち「
併
存
型
」は
、
テ
ナ
ン
ト
の
入
れ
替
え
が
主
で
あ

り
、「
減
築
型
」と
比
べ
て
タ
イ
ム
ラ
グ
や
経
済
的
リ

ス
ク
は
少
な
い
。
他
方
、
ス
ト
ッ
ク
の
空
室
部
分
を

埋
め
る
施
設
が
一
定
数
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
を
民

間
事
業
で
補
う
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
役
割
を
公
的

施
設
が
担
う
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
ま
た
、
家
賃
が
地

域
相
場
よ
り
も
割
高
な
施
設
で
は
、
テ
ナ
ン
ト
を
定

着
さ
せ
る
た
め
に
家
賃
補
助
も
必
要
と
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
「
減
築
型
」
は
、
建
物
の
収
益
性
が
上
が

り
、
耐
震
な
ど
構
造
上
の
課
題
も
当
面
は
回
避
で
き

る
。
た
だ
し
、
除
却
・
建
設
に
時
間
と
コ
ス
ト
を
要

し
、
権
利
者
調
整
も
難
し
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
実

際
に
は
公
民
連
携
に
よ
る
複
合
型
施
設
へ
の
入
居
を

除
け
ば
、
純
粋
な
商
業
施
設
に
お
け
る「
減
築
型
」で

の
再
生
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。

　

ま
た
、
表
２
が
示
す
通
り
、
生
活
利
便
性
が
高
い

中
心
市
街
地
で
は
一
定
比
率
の
空
き
不
動
産
が
集
合

住
宅
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
さ
ら

に
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い

定
住
人
口
の
生
活
需
要
に
対
応
す
る
形
で
、
食
品

ス
ー
パ
ー
や
子
育
て
系
・
高
齢
者
系
の
福
祉
施
設
な

ど
が
中
心
市
街
地
に
再
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
る
。

　
空
き
不
動
産
の
利
活
用
を
巡
る 

　
地
方
自
治
体
の
役
割

　

空
き
不
動
産
の
利
活
用
は
、
第
一
義
的
に
は
民

間
業
者
間
の
交
渉
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し

か
し
、
そ
の
成
否
は
中
心
市
街
地
活
性
化
の
帰き
す
う趨

を
左
右
し
、
都
市
計
画
の
行
方
に
も
影
響
を
与
え

る
。
こ
の
た
め
、
空
き
不
動
産
問
題
に
対
す
る
地

方
自
治
体
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
直
接

的
に
は
、
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
の
枠
組

み
を
用
い
た
複
合
型
施
設
に
よ
る
跡
地
整
備
や
、

図
書
館
、
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
集
客
が
期
待
で

き
る
施
設
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
的

施
設
の
入
居
や
家
賃
補
助
な
ど
「
併
存
型
」
施
設
の

維
持
・
支
援
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

一
方
、
直
接
の
事
業
主
体
と
し
て
で
は
な
く
、

行
政
の
中
立
性
や
公
共
性
を
生
か
し
た
調
整
機
能

も
求
め
ら
れ
る
。
地
権
者
間
の
利
害
調
整
、
国
や

県
に
よ
る
各
種
交
付
金
の
戦
略
的
な
選
択
と
導
入
、

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
た
協
調
融
資
の
ス
キ
ー

ム
づ
く
り
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
重
な
る
今
日
、
地
方
都
市
を
中

心
に
、
支
店
・
営
業
所
や
大
型
店
の
撤
退
は
今
後

も
続
く
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
地
方
自
治
体
の
財

政
的
な
頑
健
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
高
密
な
都
市
空
間
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
核
と
な
る
中
心
市
街
地
の
空
き

不
動
産
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
今
後
そ
の

重
要
性
が
一
層
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

表2　 大型店主要4業態における撤退跡地の現況

大型店撤退跡地の現況�
（複数回答）

撤退前施設の業態区分
百貨店

（133店舗）
総合スーパー
（240店舗）

食品スーパー
（29店舗）

専門店ビル
(49 店舗）

店数 構成比 店数 構成比 店数 構成比 店数 構成比
百貨店 8 6.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0%
総合スーパー 3 2.3% 17 7.1% 0 0.0% 0 0.0%
食品スーパー 19 14.3% 33 13.8% 11 37.9% 1 2.0%
ディスカウントストア・専門店ビル 32 24.1% 41 17.1% 5 17.2% 16 32.7%
遊技場 10 7.5% 17 7.1% 3 10.3% 2 4.1%
公共機関・公的施設 33 24.8% 51 21.3% 7 24.1% 6 12.2%
オフィス・集合住宅 24 18.0% 40 16.7% 2 6.9% 5 10.2%
空き店舗 25 18.8% 37 15.4% 6 20.7% 10 20.4%
空地・駐車場 21 15.8% 65 27.1% 3 10.3% 9 18.4%
出典：箸本健二・武者忠彦編『空き不動産問題から考える地方都市再生』pp.83.�ナカニシヤ出版
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特集　閉店・撤退した施設・跡地をまちづくりに活用する

中
心
市
街
地
に
お
け
る「
跡
地
」の
活
用
と
ま
ち
づ
く
り

〜「
選
ば
れ
る
都
市 

新
潟
市
」の
実
現
に
向
け
て
〜

2寄稿

新に
い
が
た潟

市
長（
新
潟
県
）　
中な

か
は
ら原
八や

い
ち一

　
は
じ
め
に

　

新
潟
市
は
平
成
19
年
の
広
域
合
併
を
経
て
、
本
州

日
本
海
側
初
の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
、
都
市
部
と

日
本
一
の
美
田
地
帯
が
調
和
・
共
存
す
る
「
田
園
型

政
令
指
定
都
市
」を
掲
げ
て
い
る
。

　

本
市
は
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
み
な

と
ま
ち
」
で
あ
り
、
古
く
か
ら
越
後
平
野
を
流
れ
る

信
濃
川
と
阿
賀
野
川
の「
川
湊
」と
し
て
栄
え
、
安
政

５
年
に
開
港
五
港
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
た
の
ち
、
明

治
元
年
に
諸
外
国
に
向
け
て
開
港
し
、
平
成
31
年
１

月
１
日
に
開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
。

　

全
国
の
地
方
都
市
と
同
様
、
本
市
で
も
中
心
市
街

地
の
衰
退
・
空
洞
化
が
進
展
し
て
お
り
、
中
心
市
街

地
活
性
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
（
古
町
地
区
）
の
状
況

　

Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
か
ら
約
２
㎞
離
れ
た
「
古
町
地
区
」

は
、
本
市
の
中
心
市
街
地
の
一
部
で
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
現
在
の
街
区
割
り
の
礎
と
な
る
堀
割
が
整
備

さ
れ
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
発
展
し
た
。
ま
た
、

本
市
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
大
規
模
な
戦
災

を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
古
町
地
区
は
戦
前
か
ら
の

料
亭
な
ど
歴
史
的
な
建
築
物
が
多
数
残
っ
て
お
り
、

「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」の
ま
ち
な
み
や
歴
史
・
文
化
を

色
濃
く
残
す
地
区
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
二
つ
の
百
貨
店
を
中
心
に
、
新
潟
県
内

最
大
の
商
業
集
積
を
誇
り
、
県
内
随
一
の
繁
華
街
と

し
て
本
市
の
に
ぎ
わ
い
を
け
ん
引
し
て
き
た
が
、
経

済
成
長
期
を
経
て
、
郊
外
店
の
進
出
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

普
及
、
消
費
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
大
型

商
業
施
設
の
閉
店
・
撤
退
が
続
い
て
い
る
。

　

平
成
22
年
に
百
貨
店「
大
和
新
潟
店
」が
閉
店
し
て

以
降
、
同
年
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
「
新
潟
Ｗ
Ｉ
Ｔ

Ｈ
」
が
、
平
成
28
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
ビ
ル
に
入
居
し

て
い
た「
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
・
新
潟
」が
、
令
和
２
年

に
は「
新
潟
三
越
」が
相
次
い
で
閉
店
・
撤
退
し
、
古

町
地
区
は
、
歩
行
者
通
行
量
の
減
少
や
、
空
き
店
舗

の
増
加
な
ど
が
続
く
状
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
大
和
新
潟
店
」跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
に
古
町
通
７
番
町
地
区

市
街
地
再
開
発
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
古
く
か
ら
商

業
の
中
心
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
恵

ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
資

す
る
広
場
整
備
を
含
め
た
市
街
地
再
開
発
事
業
が
事

業
化
し
た
。

　
中
央
区
役
所
・
市
役
所
本
庁
機
能
の 

　
古
町
地
区
へ
の
移
転

　

本
市
の
市
役
所
本
庁
お
よ
び
中
央
区
役
所
は
、
古

町
地
区
か
ら
約
１
㎞
離
れ
た
白
山
地
区
に
、
複
数
の

建
物
に
分
散
し
て
立
地
し
て
い
た
。
特
に
、
築
55
年

以
上
が
経
過
し
た
分
館
お
よ
び
白
山
浦
庁
舎
は
著
し

く
老
朽
化
し
て
お
り
、
大
規
模
地
震
で
倒
壊
の
可
能

性
が
あ
っ
た
。

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
や
平
成
28
年
の
熊
本

地
震
で
は
、
災
害
対
策
の
拠
点
で
あ
る
行
政
庁
舎
が

損
壊
し
、
被
災
者
支
援
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
多
大
な

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
災
害
時
に
お

け
る
市
民
の
生
命
・
生
活
を
守
る
市
役
所
庁
舎
の
耐

震
性
と
防
災
拠
点
機
能
の
確
保
は
、
喫
緊
の
課
題
で
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あ
っ
た
。

　

市
役
所
の
再
整
備
を
検
討
し
て
い
く
中
で
、「
耐

震
化
工
事
」「
建
て
替
え
」「
民
間
ビ
ル
へ
の
移
転
」な

ど
を
候
補
と
し
て
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
整
備
手
法
を
比

較
検
討
し
た
結
果
、「
大
和
新
潟
店
」跡
地
に
計
画
中

だ
っ
た
再
開
発
ビ
ル
へ
の
移
転
が
有
力
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
時
期
に「
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
・
新
潟
」が

入
居
し
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
ビ
ル
の
所
有
者
か
ら
、

低
層
階
を
行
政
機
能
と
し
て
活
用
可
能
と
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
耐
震
性
の

あ
る
庁
舎
を
最
小
限
の
費
用
で
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
区
役
所
を
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
21
ビ
ル
へ
、
本
庁
機
能
の
一
部
を
大
和
新
潟
店

跡
地
の
再
開
発
ビ
ル
へ
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ま
ず
は
平
成
29
年
８
月
に
、
中
央
区
役
所
が
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
21
ビ
ル（
19
階
建
て
）の
２
階
か
ら
５
階
の
低
層

階
に
移
転
し
た
。
移
転
に
当
た
っ
て
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
、
分
散
し
て
い
た
手
続
き
を
ワ

ン
フ
ロ
ア
に
集
約
す
る
総
合
窓
口
を
整
備
し
て
窓
口

機
能
を
拡
充
し
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
誘
導
や

分
か
り
や
す
い
案
内
表
示
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
設
置
に
よ
り
迷
わ
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な

ど
の
工
夫
を
し
た
。

　

な
お
、
中
央
区
役
所
が
移
転
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
ビ

ル
は
、
平
成
元
年
９
月
ま
で
新
潟
市
役
所
本
庁
舎
が

あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
約
28
年
ぶ
り
に「
市
役
所
」が

戻
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
令
和
２
年
５
月
に
大
和
新
潟
店
跡
地
の
再

開
発
ビ
ル「
古
町
ル
フ
ル
」（
12
階
建
て
）の
３
階
か
ら

６
階
に
、
市
役
所
本
庁
の
一
部
の
部
署
が
移
転
し

た
。「
古
町
ル
フ
ル
」に
は
、
業
務
の
独
立
性
が
高
く
、

日
々
の
来
庁
者
が
多
い
部
署
や
本
市
の
魅
力
発
信
、

交
流
人
口
、
経
済
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
所
管
す
る

部
署
を
配
置
し
た
。

　

こ
れ
ら
市
役
所
機
能
の
移
転
に
よ
り
、
古
町
地
区

に
は
来
庁
者
と
市
職
員
な
ど
、
１
日
当
た
り
約

３
０
０
０
人
規
模
の
新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
て

お
り
、
今
後
も
周
辺
施
設
と
一
体
と
な
っ
た
に
ぎ
わ

い
の
創
出
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
。

　
古
町
地
区
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

　

古
町
地
区
の
活
性
化
は
、
行
政
機
能
の
移
転
だ
け

で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
も
古

町
地
区
が
魅
力
的
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
商
業
の
み
な
ら
ず
、
業
務
、
居
住
、
観
光
な
ど

多
様
な
都
市
機
能
を
回
帰
さ
せ
る
方
向
性
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
と

古
町
の
望
ま
し
い
将
来
の
姿
を
共
有
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
学
識
経
験
者
や
地
元
商
店
街
の
方
々
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
懇
談
会
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、「
古
町
地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」を
令
和
２
年
３
月

に
策
定
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
向
け
、
地
域
再
生
法

に
基
づ
く
地
域
再
生
計
画
を
令
和
３
年
３
月
に
作
成

し
、
令
和
３
年
度
よ
り
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
、「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」の
趣
や
歴
史
と

い
っ
た
古
町
地
区
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
し
、
人

を
惹
き
付
け
る
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
支
援

や
、
商
店
街
や
ま
ち
づ
く
り
会
社
な
ど
と
連
携
し
た

空
き
店
舗
へ
の
出
店
支
援
、
古
町
花
街
に
残
る
歴
史

的
な
ま
ち
な
み
の
保
存
・
修
景
へ
の
支
援
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

古
町
地
区
は
、
商
業
や
業
務
の
み
な
ら
ず
、
古
町

芸げ
い
ぎ妓

と
い
っ
た
文
化
や
料
亭
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
食
、
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
な
ど
、
今
な
お
多
く
の

「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
の
文
化
や
伝
統
が
息
づ
い
て
お

り
、
昼
も
夜
も
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
の
あ
る
地
域
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
新
潟
駅
周
辺
や
万ば
ん
だ
い代

な
ど
の
地
域

や
郊
外
店
に
は
な
い
、
古
町
独
自
の「
強
み
」で
あ
る
。

　

商
店
街
を
は
じ
め
、
古
町
地
区
に
住
ん
で
い
る
人

や
働
い
て
い
る
人
な
ど
が
、
こ
う
し
た
多
様
な
「
強

み
」
を
守
り
、
生
か
し
、
磨
き
、
さ
ら
に
は
商
売
に

再開発ビル「古町ルフル」3 〜 6階に市役所本庁の一部の部署が入居
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つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
古
町
地
区
の
活
性
化
と
共

に
、
市
民
の
古
町
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

古
町
は
新
潟
都
心
の
重
要
な
地
域
の
一
つ
で
あ
り
、

新
潟
駅
周
辺
や
万
代
な
ど
の
エ
リ
ア
と
一
体
と
な
っ

て
「
ま
ち
な
か
」
が
今
以
上
に
元
気
に
な
る
こ
と
が
、

本
市
全
体
の
元
気
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
民
間

事
業
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
者
の
活
動
に
よ
っ
て
形

づ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
地

元
商
店
街
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
古
町

地
区
の
魅
力
を
高
め
、
公
民
一
体
と
な
っ
て
交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
拠
点

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　「
選
ば
れ
る
都
市 

新
潟
市
」
の
実
現
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、
前
述
の
古
町
地
区
で
の
取
り
組
み
な

ど
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
加
え
て
、
い
つ
か
終
わ
り
が
く
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
転
換
期
を
見
据
え
、
本

市
の
新
し
い
未
来
を
切
り
開
く
た
め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
ま
と
め
、「
選
ば
れ

る
都
市 

新
潟
市
」と
し
て
公
表
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
多
く
の
人
が
働
き
方
や
暮
ら

し
方
を
見
つ
め
直
し
、
地
方
で
の
暮
ら
し
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
都
市
部
と
田
園
地
域

と
の
調
和
」
を
最
大
の
特
色
と
す
る
本
市
に
は
見
過

ご
せ
な
い
社
会
変
化
で
あ
り
、
今
こ
そ
、「
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
」「
訪
れ
た
い
ま
ち
」「
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
ま
ち
」と
し
て
、
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

「
選
ば
れ
る
都
市 

新
潟
市
」
の
存
在
感
を
示
す
時
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
市
で
は
現
在
「
に
い
が
た
２
ｋキ
ロｍ
」
と

名
付
け
た
、
新
潟
駅
か
ら
万
代
、
古
町
を
つ
な
ぐ
都

心
軸
周
辺
エ
リ
ア
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

本
市
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、
新
潟
駅
周
辺

整
備
事
業
が
大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、
在
来
線
の
高

架
化
が
本
年
度
末
に
完
了
し
、
令
和
４
年
度
に
は
駅

直
下
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
令
和
５
年
度
に
は
Ｊ
Ｒ
新

潟
駅
舎
と
万
代
広
場
が
、
順
次
、
供
用
開
始
と
な
り
、

駅
南
北
市
街
地
の
一
体
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
国
か
ら
も
広
域
バ
ス
の
乗
降
場
を
集
約

す
る「（
仮
称
）バ
ス
タ
新
潟
」を
整
備
す
る
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
す
で
に
新
潟
駅
周
辺
で
も
い
く

つ
か
の
地
区
で
再
開
発
の
機
運
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ま
ち
の
動
き
を
本
市
の
活
性
化
の
転
換

期
と
捉
え
、
こ
の「
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
」を
新
潟
の
背

骨
と
し
て
、「
緑
あ
ふ
れ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行

き
交
う
活
力
あ
る
エ
リ
ア
」に
し
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
の
成
長
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
市
域
に
波
及
さ
せ
る
こ

と
で
、
本
市
の
拠
点
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「古町地区将来ビジョン」（令和2年3月策定）

新潟都心のまちづくり「にいがた2km」
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3寄稿

中
心
市
街
地
に
お
け
る

ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
は
じ
め
に

　

沼
津
市
は
、
首
都
圏
か
ら
約
１
０
０
㎞
に
位
置

し
、
市
域
の
北
部
に
は
富
士
を
仰
ぐ
愛あ
し
た
か
や
ま

鷹
山
南
麓
の

丘
陵
地
が
広
が
り
、
海
沿
い
に
は
約
63
㎞
に
も
及
ぶ

変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
海
岸
線
が
形
成
さ
れ
る
と
と

も
に
、
市
の
中
心
部
に
は
一
級
河
川
の
狩
野
川
が
流

れ
る
な
ど
、
海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
あ
る
。

　

ま
た
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
優
位
な
地
理
的
条

件
の
下
で
、
北ほ
く
す
ん駿
地
域
や
伊
豆
地
域
へ
の
交
通
拠

点
、
あ
る
い
は
広
域
的
な
商
業
・
文
化
拠
点
と
し
て
、

静
岡
県
東
部
地
域
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
的

な
役
割
を
持
つ
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

中
心
市
街
地
で
は
、
南
北
交
通
の
円
滑
化
や
市
街

地
の
分
断
を
解
消
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

す
た
め
、
鉄
道
高
架
事
業
お
よ
び
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
を
一
体
的
に
行
う
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事

業
を
進
め
て
い
る
が
、
事
業
は
長
期
間
に
わ
た
る
た

め
、
今
後
、
段
階
的
に
現
れ
る
事
業
効
果
を
中
心
市

街
地
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
視
点
が
大
切
で

あ
る
。

　
ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
が
本
格
的
に
展
開
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
契
機
に
、
本
市
の
中
心
で
あ
る
沼

津
駅
周
辺
を
、
市
民
に
と
っ
て
便
利
で
快
適
な
場
所

に
高
め
、
市
民
が
交
流
す
る
都
市
の
顔
と
し
て
、
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
豊
か
な
場
所
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
と
段
階
的
な
取
り

組
み
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
「
沼
津
市
中
心
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
戦
略
」
を
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
、
こ
れ

か
ら
の
中
心
市
街
地
を
ヒ
ト
が
心
地
よ
く
過
ご
し
、

安
全
で
快
適
に
回
遊
で
き
る
空
間
に
再
生
し
て
い
く

こ
と
を
明
確
に
し
た
。

　

長
期
的
に
は
、
鉄
道
の
高
架
化
と
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
は
劇
的

に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
段
階
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
短
期
的
に
は
、
既
に
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
再
生
を
引
き
続
き
推
進
し
、
公
共
空
間

の
活
用
を
含
め
た
エ
リ
ア
全
体
の
価
値
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

沼ぬ
ま
づ津

市
長（
静
岡
県
）　
賴よ

り
し
げ重

秀し
ゅ
う
い
ち一

将来の沼津駅南口駅前広場イメージ
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遊
休
不
動
産
の
有
効
活
用

　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
公
民

が
連
携
し
た
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
平
成
27
年
か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
民
間
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
ス
ピ
ー
ド

に
対
応
す
る
た
め
、
部
署
を
横
断
し
た
組
織
と
し
て

「
公
民
連
携
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
設
置
し

た
。
現
在
は
専
門
部
署
の「
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
」が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
個
別

案
件
ご
と
に
各
分
野
の
担
当
者
と
共
に
相
談
に
対
応

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
民
間
事
業
者
が
参
加
し
て
基
本
的

な
考
え
方
や
推
進
イ
メ
ー
ジ
を
と
り
ま
と
め
た「
沼
津

市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
策
定
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
支
援
事
業
」
の
全
国

第
１
号
案
件
と
し
て
、
沼
津
信
用
金
庫
、（
一
財
）
民

間
都
市
開
発
推
進
機
構
の
連
携
に
よ
り
民
間
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
新
た
な
フ
ァ
ン
ド
の
組
成

な
ど
、
公
民
が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
を
し
っ

か
り
と
固
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
ま
ち
に
埋
も
れ
た

資
源
や
人
材
に
光
が
当
て
ら
れ
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー

と
起
業
者
を
つ
な
ぐ
家
守
会
社
が
立
ち
上
が
り
、
こ

れ
ま
で
に
延
べ
約
４
４
０
０
人
が
参
加
し
、
54
件
の

事
業
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
通
し
て
人（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）が
育
ち
、
つ
な
が

る
こ
と
で
、
新
た
な
事
業
が
芽
生
え
る
と
い
っ
た
好

循
環
も
生
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
共

に
公
共
空
間
の
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
効
果
を
面
的
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
ち
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し 

　
エ
リ
ア
の
価
値
を
上
げ
る

　

こ
れ
ま
で
の
物
件
単
体
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、

面
的
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
深
化
す
る
た
め
に
は
、

一
定
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
次
々
と
事
業
が
生
ま
れ
る

状
態
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
リ
ス
ク
を

取
っ
て
事
業
を
起
こ
そ
う
と
い
う
人
が
ま
だ
少
な

く
、
こ
の
エ
リ
ア
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
効
果
を
実
感

し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
遊

休
不
動
産
を
活
用
し
た
事
例
が
最
も
集
積
し
て
い
る

「
旧
国
一
南
エ
リ
ア
」に
お
い
て
、
民
間
プ
レ
ー
ヤ
ー

も
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
エ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
「
旧
国
一
南
エ
リ
ア
」は
、
本
市
の
中
心
市
街
地
に

お
い
て
旧
国
道
１
号
よ
り
南
に
位
置
す
る
約
20 

ha
ほ

ど
の
エ
リ
ア
を
指
す
が
、
か
つ
て
宿
場
町
や
城
下
町

が
あ
っ
た
沼
津
の
発
祥
地
で
あ
り
、
戦
後
復
興
を
い

ち
早
く
成
し
遂
げ
た
た
め
、
当
時
の
面
影
を
今
も
残

す
な
ど
「
懐
か
し
い
都
会
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
持

つ
。
ま
た
、
狩
野
川
や
沼
津
港
、
駿
河
湾
、
香か
ぬ
き
や
ま

貫
山

と
い
っ
た
自
然
環
境
が
身
近
に
あ
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア

が
気
軽
に
楽
し
め
る
な
ど
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

秘
め
た
場
所
で
も
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
自
然
と
名
所
に
囲
ま
れ
た
懐
か

し
い
都
会
」を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
こ
う
し
た
特
徴
を
好

み
そ
う
な
人
物
像
に
向
け
て
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

戦
略
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、「
ま
ち
の
フ
ァ
ン

オーナー、家守会社、事業者、行政、金融の役割
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づ
く
り
」を
進
め
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
エ
リ
ア

の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
こ
の
一
環
と
し
て
、
民
間

主
体
の
定
期
マ
ー
ケ
ッ
ト「
週
末
の
沼
津
」の
創
設
を

支
援
し
て
い
る
。
こ
の
定
期
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
毎
月
、

中
心
市
街
地
に
位
置
す
る
中
央
公
園
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
や
ソ
フ
ァ
な
ど
を
配
置
し

た
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
空
間
の
中
で
、
地
域
の
店

舗
や
生
産
者
な
ど
が
出
店
し
、
ま
ち
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
る
。
従
来
の
よ
う
な
短
期
的
に
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

く
、
よ
り
日
常
に
近
く
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く

こ
と
を
通
じ
て
、
新
た
な
起
業
や
既
存
店
の
事
業
継

承
、
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
る
な
ど
、
ま
ち

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
的
に
機
能
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
エ
リ
ア
内
の
新
仲な

か

見み

世せ

商
店
街
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
契
機
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
を
商

店
街
が
自
ら
撤
去
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
こ
と
か
ら
、
市
も
こ

の
動
き
に
合
わ
せ
ア
ー
ケ
ー
ド

下
の
道
路
改
良
工
事
を
行
う
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
撤
去
後
の
道

路
空
間
を
自
然
と
人
が
集
ま
る

よ
う
な
心
地
良
い
空
間
に
再
編

し
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
古
く
か
ら
沼
津
の
商
業
が
培
っ
て
き

た
価
値
を
ま
ち
の
資
産
と
し
て
今
後
も
生
か
し
て
い

け
る
よ
う
、
小
規
模
個
店
が
デ
ザ
イ
ン
や
広
報
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
に
お
い
て
地
域
人
材
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
時
代
に

合
っ
た
魅
力
あ
る
商
業
に
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て

い
く
取
り
組
み
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地

　

本
市
で
は
「
沼
津
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
戦

略
」
を
策
定
し
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
沼
津
駅
周

辺
総
合
整
備
事
業
と
併
せ
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
の

方
向
性
を
示
し
た
が
、
事
業
は
長
期
間
に
わ
た
る
。

　

短
期
的
に
は
「
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
か
す
」
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
、
事
業

の
創
出
に
よ
る
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
個
々
の
事
業
化
支
援
に
加
え
、
定
期

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
や
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
に
併
せ
た
道

路
の
居
心
地
よ
い
公
共
空
間
へ
の
再
編
、
商
業
の
リ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
な
ど
を
戦
略
的
に
行
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
エ
リ
ア
の
空
気
感

を
変
え
て
ま
ち
の
期
待
値
を
上
げ
、
事
業
を
起
こ
し

た
い
人
が
自
然
と
出
て
く
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
全
体
の
価
値
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
中
長
期
的
に
は
、
歩
行
者
空
間
の
拡
大

に
向
け
た
社
会
実
験
を
踏
ま
え
た
駅
前
街
路
空
間
の

再
配
分
、
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
沼
津
駅
周
辺
の

公
共
空
間
を
大
き
く
変
え
て
い
く
ハ
ー
ド
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
時
に
は
中
心
市
街

地
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
リ
ア
で
活
動
す
る
民
間

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
育
ち
、
生
み
出
さ
れ
た
空
間
に
お
い

て
積
極
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
に
新
た
な

価
値
や
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
ま

ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

中
心
市
街
地
は
、
多
く
の
市
民
や
来
訪
者
が
集

う
本
市
の
中
心
的
な
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
が
関
心
を
持
ち
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
行
政
と

共
有
し
て
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
公

民
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
市
民
が

わ
が
ま
ち
沼
津
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
ま
ち
こ
そ
が
、
私
が
目
指
す
「
誇
り
高
い
、
元
気

な
ま
ち
沼
津
」で
あ
る
。

旧国一南エリアビジョン
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特集　閉店・撤退した施設・跡地をまちづくりに活用する

4寄稿

既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た

中
心
市
街
地
再
生
の
取
り
組
み

　
都
城
市
の
概
要

　

宮
崎
県
都
城
市
は
、
人
口
は
約
16
万
２
０
０
０
人

で
、
南
九
州
で
は
鹿
児
島
市
、
宮
崎
市
に
次
ぐ
第
３

の
都
市
で
あ
り
、
高
速
道
路
や
国
道
、
主
要
地
方
道

な
ど
の
道
路
網
お
よ
び
鉄
道
網
の
結
節
点
と
い
う
ア

ク
セ
ス
性
の
高
さ
と
、
約
１
時
間
圏
内
に
重
要
港
湾

や
空
港
が
複
数
所
在
す
る
地
の
利
を
生
か
し
、
南
九

州
の
物
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
志し

ぶ

し
布
志

港
と
直
結
す
る
地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道

路
」の
整
備
も
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
牛
・

豚
・
鶏
を
中
心
と
し
た
畜
産
業
が
盛
ん
で
、
令
和
元

年
度
の
市
町
村
別
農
業
産
出
額
が
初
の
全
国
第
１
位

と
な
っ
た
。
ま
た
、
市
内
に
焼
酎
売
上
高
日
本
一
と

な
っ
て
い
る「
霧
島
酒
造
株
式
会
社
」が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
、
令
和
２
年

度
寄
付
金
額
全
国
第
１
位
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
を
通
じ
て
、
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
る
。

　

本
市
で
は
、
大
型
商
業
施
設
跡
地
の
土
地
・
建
物

を
活
用
し
、
官
民
が
連
携
し
て
公
共
、
民
間
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
や
機
能
を
集
約
整
備
す
る
こ
と
で
集
客
力

の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
既
に
集
積
し
て
い
る
都

市
機
能
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
で
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
の
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
中
核
施

設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　

平
成
30
年
４
月
、「
都
城
市
中
心
市
街
地
中
核
施

設（
愛
称
：
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ［
ま
る
ま
る
］）」が

開
業
し
、
開
業
か
ら
１
７
６
日
間
で
全
施
設
の
来
館

者
数
が
１
０
０
万
人
を
突
破
し
、
直
近
の
累
計
来
館

者
数
は
約
４
９
０
万
人
と
、
当
初
の
狙
い
以
上
の
効

果
を
上
げ
て
お
り
、
久
し
く
途
絶
え
て
い
た
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
が
再
生
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
の
変
遷
と
事
業
着
手
の
背
景

①
中
心
市
街
地
の
変
遷

　

本
市
で
は
、
昭
和
45
年
に
導
入
し
た
区
域
区
分

（
線
引
き
）制
度
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
域
間
格
差
を
解

消
し
、
市
内
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
昭
和

63
年
、
全
国
で
初
め
て
線
引
き
制
度
の
廃
止
に
踏
み

切
っ
た
。
そ
の
結
果
、
人
口
密
度
の
低
下
、
人
口
集

中
地
区
の
拡
大
、
中
心
市
街
地
の
求
心
力
低
下
が
進

行
し
た
。
加
え
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
な
ど
に
よ
る
郊
外
へ

の
大
型
商
業
施
設
の
出
店
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店
舗

の
展
開
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
平
成
14
年
ま

で
に
、
中
心
市
街
地
で
営
業
し
て
い
た
大
型
商
業
施

設
３
店
舗
の
う
ち
の
２
店
舗
が
閉
店
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
心
市
街
地
の
魅
力
低
下
に
伴
い
、

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
60
年
に
は
９
０
３
３
人
だ
っ
た

中
心
市
街
地
の
終
日
歩
行
者
通
行
量
（
休
日
）
も

徐
々
に
減
少
し
、
平
成
22
年
に
は
、
つ
い
に
ピ
ー

ク
時
の
約
20
分
の
１
の
４
５
８
人
に
ま
で
落
ち
込

む
事
態
と
な
っ
た
。

②
中
核
施
設
整
備
事
業
着
手
の
背
景

　

平
成
23
年
１
月
、
中
心
市
街
地
の
シ
ン
ボ
ル
的
存

在
で
あ
り
、
最
後
の
大
型
商
業
施
設
で
あ
っ
た
地
元

資
本
の
老
舗
百
貨
店
が
突
如
閉
店
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
の
顔
と
な
る
べ
き
中
心
部
に
、
用
途
を
失
っ

た
土
地
と
、
百
貨
店
本
館
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
立
体
駐
車
場
な
ど
の
建
物
群
が
残
さ
れ
た
ほ

か
、
中
心
市
街
地
で
唯
一
、
生
鮮
三
品
を
取
り
扱
っ

て
い
た
百
貨
店
の
閉
店
に
伴
い
、
生
活
を
支
え
る
買

い
物
を
す
る
場
を
失
っ
た
周
辺
住
民
に
は
、
い
わ
ゆ

る
買
い
物
困
難
者
問
題
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
。

都
み
や
こ
の
じ
ょ
う城

市
長（
宮
崎
県
）　
池い

け
だ田
宜た

か
ひ
さ永



40SEPTEMBER 2021 市政

　

こ
の
百
貨
店
閉
店
を
受
け
、
地
元
経
済
界
が
跡
地

等
の
再
生
を
目
的
と
す
る
会
社
を
設
立
し
、
跡
地
等

を
一
括
取
得
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
が
主
体

と
な
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
、
中
心
市
街
地
の
再
生
や
跡
地
等
の
利

活
用
に
関
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
集
約
を
図
っ
た
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
市
が
図
書
館
や
子
育
て

世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備

し
、
跡
地
等
を
取
得
し
た
民
間
会
社
が
、
買
い
物
困

難
者
問
題
の
解
消
に
向
け
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
商
業
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
官
民
連

携
に
よ
る
中
核
施
設
整
備
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
中
核
施
設
整
備
に
取
り
入
れ
た
事
業
手
法

①
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
施
設
・
機
能
集
約

　

本
事
業
で
は
、
八
つ
の
公
共
施
設
を
集
約
整
備
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
既
存
ス
ト
ッ
ク（
旧
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
）
を
活
用
し
、
図
書
館
と
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ほ
か
、
旧
百
貨

店
の
立
体
駐
車
場
を
中
核
施
設
全
体
の
付
帯
駐
車
場

と
し
て
改
装
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
さ
れ
た

百
貨
店
本
館
の
跡
地
に
は
、
子
育
て
世
代
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

バ
ス
待
合
所
、
屋
根
付
き
の
多
目
的
広
場
を
新
築
整

備
し
た
。

　

中
心
市
街
地
に
集
約
し
た
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
視
点
で
ニ
ー
ズ

の
充
足
を
図
り
、
市
民
の
来
街
・
来
館
動
機
に
結

び
付
け
た
。

　

ま
ず
、
図
書
館
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
利
用
す

る
施
設
と
し
て
市
民
共
通
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
施
設

で
あ
り
、
本
事
業
の
核
施
設
と
し
て
当
初
か
ら
位
置

付
け
、
そ
の
機
能
や
規
模
の
充
実
も
長
年
市
民
が
望

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
充
足
（
次
項
参
照
）
を

図
っ
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
集
約
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
代
が
ほ
と
ん
ど
中
心
市
街
地
を
訪
れ
て
い
な
い

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
受
け
、
中
心

市
街
地
に
移
転
・
集
約
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を

高
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
に
魅
力
的
な
遊
び
場
空
間
を
整
備
し
、
子
育

て
世
代
の
来
街
動
機
に
影
響
す
る
駐
車
場
か
ら
の

移
動
円
滑
化
な
ど
に
も
配
慮
し
た
取
り
組
み
も
併

せ
て
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
か
な
り
の

割
合
の
来
館
者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
再
訪
す
る

状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
で
の
定
期
的
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
望
む
市
民
の
声
に
対
応
す
る
た
め
、
天

候
の
影
響
を
受
け
な
い
屋
根
付
き
の
多
目
的
広
場

を
整
備
し
た
こ
と
で
、
広
場
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
通
し
て
開
催
さ
れ
、
多
様
な

世
代
が
日
常
的
に
中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
動
き
に

つ
な
が
っ
た
。

②「
ス
ト
ー
リ
ー
性
」の
あ
る
施
設
整
備

　

本
事
業
の
核
施
設
で
あ
る
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
充
足
と
共
に
、
集
客
力
の
向
上
と

事
業
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
図
る
た
め
、
ま
ず
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
市

立
図
書
館
の
約
３
倍
の
床
面
積
の
施
設
整
備
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
新
築
整
備
し
た
場
合
と
比
較

し
て
、
約
31
億
円
の
コ
ス
ト
縮
減
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

次
に
、
集
客
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
図
書
館

備
品
調
達
等
業
務
」「
管
理
運
営（
指
定
管
理
）業
務
」

「
カ
フ
ェ
運
営
業
務
」
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業
者
を
選
定
す
る
手
法
を

採
用
し
た
。
こ
れ
は
、
施
設
整
備
と
並
行
し
て
指

定
管
理
者
を
選
定
し
、
整
備
の
プ
ロ
セ
ス
に
一
定

の
関
与
を
さ
せ
つ
つ
、
館
内
の
家
具
・
備
品
の
レ

イ
ア
ウ
ト
作
成
や
調
達
、
空
間
構
成
に
対
す
る
Ｖ

Ｅ
（V

alue Engineering

）
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
、

空
間
的
な
高
質
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
開
業中心市街地中核施設イメージパース
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後
の
指
定
管
理
業
務
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
も
目

的
と
し
た
。

③
民
間
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
空
間
デ
ザ
イ
ン

　

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
施
設
整
備
・
運
営
を
提

示
し
、
空
間
的
高
質
化
の
面
で
も
優
れ
た
提
案
の

あ
っ
た
事
業
者
を
選
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
場

の
店
先
に
並
ぶ
木
箱
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
木
箱
型

書
架
の
配
置
に
よ
る
、
歩
く
の
が
楽
し
く
な
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
専
門
店
街
を
再
現
し
た

よ
う
な
開
架
ス
ペ
ー
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
た
せ
て
配
置
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
性
に

優
れ
た
家
具
、
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
活
用
し
た

蔵
書
や
館
内
の
情
報
を
検
索
で
き
る
機
能
や
設
備

な
ど
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
生
か
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

結
果
、
来
館
者
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い
、
飽
き

の
こ
な
い
空
間
的
高
質
化
を
実
現
し
た
次
世
代
型
図

書
館
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
民
間
複
合
施
設
の
整
備

　

民
間
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
公
共
施
設
と

同
時
に
開
業
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
施
設
運
営
者
の

見
直
し
や
事
業
資
金
調
達
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
調

整
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
が
大
幅
に
遅

延
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
改
め

て
運
営
事
業
者

や
設
計
、
事
業

資
金
計
画
な
ど

の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
令
和
３
年

２
月
に
着
工
の
運

び
と
な
っ
た
。

　

新
た
な
計
画

で
は
、
必
須
条

件
と
な
っ
て
い
た

ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、

商
業
テ
ナ
ン
ト
、

オ
フ
ィ
ス
テ
ナ
ン
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
お
よ
び
ホ
テ
ル

が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
令
和
４
年
４
月
の
開

業
へ
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
本
市
で
は
、
中
心
市
街
地
に
多
様
な

都
市
機
能
を
集
約
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
た

め
、
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

今
後
、
さ
ら
な
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
実
現
す

る
に
は
、
中
核
施
設
で
誘
引
し
た
来
街
者
を
中
心
市

街
地
全
体
へ
と
導
き
、
回
遊
さ
せ
る
方
策
へ
の
展
開

が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
居
住
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
施
策
の
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

「
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
」を
は
じ
め
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
「
中
心
市
街
地
再
生
プ
ラ

ン
事
業
」や
、
居
住
者
を
呼
び
込
む「
中
心
市
街
地
居

住
推
進
事
業
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
事
業
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
回
の
事
業
を
中
心
市
街
地

再
生
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
位
置
付
け
て
お
り
、

民
間
施
設
完
成
で
区
切
り
を
迎
え
る
ハ
ー
ド
整
備

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
事
業
を
畳
み
掛

け
る
よ
う
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
中
心
市

街
地
再
生
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
な
も
の
と

す
る
よ
う
、
今
後
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

次世代型の図書館（図書館中央ホール）

民間複合施設の完成予想図


